
　かつては日用品の生産が主流であった和歌山の鋳物産業も、

近代工業や繊維産業の発展とともに機械鋳物の需要が増え、

順調に発展してきました。現在では産業機械、金属工作・加

工機械、回転電気機械など幅広い分野で利用されており、各

種産業の基盤を支える重要な産業となっています。

和歌山県工業技術センターでは、鋳物製造過程で排出される

廃砂を廃棄ガラスとともに焼結して発泡体をつくる研究開発

を行っています。この発泡体を屋上緑化用の培土や水耕栽培

用の保持材として活用するための検討を進め、廃棄物の有効

利用を図っています。

現在、組合では鋳物を利用した魚礁

の開発など、新製品の研究開発を行っ

ています。

図１．廃砂・ガラス焼結発泡材料の試作品

図２．試作発泡材料の電子顕微鏡像


